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別表第４（第７条関係） 

学 類 要           件 単 位 数 

人文学類 (1)２年次を終了する時点において、当該
主専攻が指定する専門基礎科目 12 単位
を修得し、かつ当該主専攻が指定する専
門科目をほぼ修得している者。 

(1)本学に３年以上在学し、卒業の要件と
して定められている所定の単位を、90％
以上が「Ａ+」｢Ａ｣の評価で修得したと認
められること。 

(2)２年次の終了時(秋学期入学者は３年
次春学期末)までに修得した単位のうち、
卒業の要件となる単位を、90％以上が「Ａ
+」「Ａ」の評価で修得している者。 

(2)修得した専門科目及び専門基礎科目
の合計単位を90％以上が「Ａ+」「Ａ」の
評価の優秀な成績で修得したと認められ
ること。  

(3)卒業論文の内容が特に優秀であると
認められること。 

比較文化学
類 

(1)２年次終了時までに卒業の要件とし
て必要な単位数を 90 単位以上修得し、か
つ、その修得すべき単位のうち、80％以
上を「Ａ+」「Ａ」の評価で修得している
者。 

(1)学類の卒業要件を満たしていること。 

(2)卒業論文が優秀であること。 

(2)秋学期入学者にあっては、２年次終了
時までに卒業の要件として必要な単位数
を 65 単位以上修得し、かつ学類長が特別
に認めた者。 

日本語・日
本文化学類 

(1)２年次終了時までに卒業の要件とし
て必要な単位数を 100 単位以上修得し、
かつ、その修得すべき単位のうち、90％
以上を「Ａ+」「Ａ」の評価で修得してい
る者。 

(1)学類の卒業要件を満たしていること。 

(2)卒業論文が極めて優秀であること。 

(3)授業に対する日常的な取り組みが極
めて優秀であること。 

(2)秋学期入学者にあっては、３年次終了
時までに各年次に指定された必修科目を
すべて含む卒業要件科目を 100 単位以上
修得し、かつ、その修得すべき単位のう
ち、70％以上が「Ａ+」「Ａ」の評価であ
ること及び４年次春学期から卒業論文・
卒業論文演習を履修し、４年次終了時ま
でに卒業要件を満たすことが見込める
者。 

 

 

 



３年と２学期間の在籍で卒業する場合

学群長が定める国際社会科学主専攻のスケジュールで
「ゼミナールA～F」を履修し、かつ卒業論文を提出でき
る者。

卒業時までに修得した総単位数の
60％以上が「Ａ」以上の評価であ
り、かつすべての卒業要件を満たし
ていること。

(1) 1年次に修得した総単位数
のうち80％以上が「Ａ」以上
の評価であること。

(2) 上記(1)を満たした上で、2年次に修得した総単位のうち
80％以上が「Ａ」以上の成績であること。該当者に対し
ては3年次に「ゼミナールD, E, F」の受講を認めるの
で、同ゼミナールに登録し、単位修得が見込まれる者。

(2) 2年次に修得した総単位数
のうち80％以上が「Ａ」以上
の評価であること。

(3) 上記(1)、（2）を満たした上で、学群長が定める国際社
会科学主専攻の卒業論文提出スケジュールに従って卒業
論文を提出できる者。

 国際社会科学主
専攻

３年間の在籍で卒業する場合

(1) 1年次に修得した総単位数のうち80％以上が「Ａ」以上
の成績であること。該当者に対しては、2年次に「ゼミ
ナールA, B, C」の受講を認めるので、同ゼミナールに
登録し、単位を修得した者。

(1)

(2)

(1) 　３年次末卒業を希望する者（秋学期入学者を除く）
は、２年次までの修得単位数と３年次の申請予定単位数
の合計が卒業要件を満たし、かつ申請時までの修得科目
の８０％以上を「Ａ」以上の評価をもって修得した者。

(3) (3) 3年次末卒業の時点で、修
得した総単位のうち80％以上
が「Ａ」以上の評価であるこ
と。また卒業時までにすべて
の卒業要件を満たしているこ
と。

(3) 　卒業に必要な総単位数及び
科目区分ごとの単位数を修得
していること。

別表第４－１（第７条関係）

（社会国際学教育プログラム）

主専攻分野 対　　　象　　　者 s

　１年次に修得した総単位数
のうち８０％以上が「Ａ」以
上の評価で、また２年次に修
得した総単位数のうち８０％
以上が「Ａ」以上の成績であ
ること。
　３年次末（又はその他）の
卒業時点で、修得した総単位
のうち８０％以上が「Ａ」以
上の成績であること。(3)

(4)

　３年次に、通常の４年次卒業者と同じスケジュール
で、「卒業論文」を提出できる見込みのある者。
　秋学期入学者で４年次秋学期卒業の場合は、上記規定
にかかわらず、「国際学ゼミナールⅠ」又は「独立論
文」を３年次に履修し、「国際学ゼミナールⅡ」を４年
次に履修し、通常の４年次と同じスケジュールで「卒業
論文」提出する者。 (4) 　秋学期入学者で４年次秋学

期卒業の場合は、上記規定に
かかわらず、４年次秋学期ま
でに優秀な成績で卒業要件を
満たしていること。

(1)

(2)

(3) 　秋学期入学の学生で、４年次春学期末卒業を希望する
者は、３年次までの修得単位数と４年次春学期の申請予
定単位数の合計が卒業要件を満たし、かつ、申請時まで
の修得科目の８０％以上を「Ａ」以上の評価をもって修
得した者。

(4) 　秋学期入学の学生で、４年次秋学期末卒業を希望する
者は、３年次までの修得単位数と４年次の申請予定単位
数の合計が卒業要件を満たし、かつ、申請時までの修得
科目の７０％以上を「Ａ」以上の評価をもって修得した
者。

　本学に３年以上在学し、卒業判定
時での修得単位数が卒業要件を満た
していて、かつその修得科目の８
０％以上を「Ａ」以上の評価をもっ
て修得していること。
　ただし、秋学期入学の学生で、４
年次秋学期末卒業を希望する者につ
いては、修得科目の７０％以上を
「Ａ」以上の評価をもって修得して
いること。

(2) 　４年次春学期末卒業を希望する者（秋学期入学者を除
く）は、３年次までの修得単位数と４年次春学期の申請
予定単位数の合計が卒業要件を満たし、かつ、申請時ま
での修得科目の８０％以上を「Ａ」以上の評価をもって
修得した者。

国際総合学類
(1)

(2)

　１年次に修得した総単位数のうち８０％以上が「Ａ」
以上の成績であること。該当者に対しては、２年次で
「国際学ゼミナールⅠ」の受講を認めるので、同ゼミ
ナールに登録し、単位を修得した者。
　上記(1)を満たした上で、２年次に修得した総単位の
うち８０％以上が「Ａ」以上の成績であること。該当者
に対しては３年次で「国際学ゼミナールⅡ」の受講を認
めるので、同ゼミナールに登録し、単位を修得した者。

別表第４（第７条関係）

学　　類 対　　　象　　　者 基　　　　　　準

社会学類
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